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敢案第42号I凹係参藷商科

唖赦育露員会事務点検・評価について（令和2年度対象）
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対象年度 令和2年度

法令上の根拠 地方教青行政の組繊及び皿営に閲する法律第26条

評価方法 教脊委員会の権限に属する事項について、教育委員会が自らの車務の適切な執行について確露する

とともに、点険・評価を行うに当たり、教育に関し学鐡経験を有する者の知見の活用を図っている。

※評価委員学校教育分野:小根暁子(こぱし さとこ)氏 ″

千菜大学教育学部准教授専門：造形教育学

生涯学習分野：岩箇久美子くいわさき ぐみこ）氏

放送大学教授（m国立教育政箙研究所総括研究宮） 専門：生涯学習政策

里点的に評価する串菜等［令和2年度の新規・拡充事粟］※（‐ ）は酔価姜員が視察 ・ヒアリング

厚硬哀詫珂･専科指導のための非常勤識師の配睡(千葉市立検見川小学校）
・スクールカウンセラー活用（千葉市立桜木小学校）

匹涯華霄秀函･千葉市生涯学習ｾﾝﾀｰの管理遮営(千葉市生涯学習ｾﾝﾀｰ）
・千葉市立郷土博物館の管理運営（千葉市立郷土博物館）

１
２
３

ｒ

園

移

Ｂ

ｇ

Ｆ

子

ぞ

呼

禽

生

唄

や

沙

門

ｆ

ｊ

鄙
ｅ
Ｑ
ｒ
，
ｆ
＃
、
昂
Ｊ
ニ
ザ
”
１
１
Ｐ
Ｌ
ｍ
甲
。
ｊ

ｊ
日
凸
晶
な
９
丁
境
却
■
お
里
▼
１
口
い
鼻
Ｊ
“
凪
、
晶
泗
乃
鯲
朏
旧
叱
揮
則
ち
心
も
”

“

ナ

ｊ

－

ｈ

Ｊ

｣､橋姜員の章見（報告香P97～100）｣､橋姜員の章見（報告香P97～100）

全体について（健括的所見） ｜
･令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大のため学校休校や夏季休暇の短縮等もあったが､学校は子どもたちの育ちド

｜
に多様な役割を担っていることを改めて認蹴されたともいえる。

・児童生徒を取り巻く課題は多様化している｡専門的な知見からの対応や質の向上のためにも、教職員への支援が-層

求められるだろう。

専科指導のための非常勤購師の配置について

I
・専門性が生かされる図工等の専科非常勤購師を配腿することにより、きめ細やかな拐導が行われ、児童が意欲的に活

動していること､また校内での各教員の授業担当ｺﾏ数が軽減されていることを確認した。

･今後の配固継続や実際の運用面の充実として､専科教貝と他教職員との児茜牛徒の理解や個別の指導方法を共有する

｜
時間の確保が重要になるだろう。それは質の向上と児童の実態をふまえた指導にもつながる。

スクールカウンセラー活用について

・スクールカウンセラーは児童生徒と教員問の関係をつなげたり、継続してかかわることで教員、児童生徒、保襲宥ら

の不安感を除いたり、児童生徒自身の相談するスキル向上にもつながることも見え、学校皿営にとってなくてはなら

ない役割を担っている。またｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰが入ることで問題の早期発見や掘り起こしにつながることもあ

り､予防の観点からもik視-j-べきことであるといえる。

･課題としては､スクールｶｳﾝｾﾗｰの勤務時間の制限もあり、教職員間での打ち合わせの雌しさが挙げられる。校

内での情魍共有の方法など好事例を市内学校間で共有できるようにしていくことも全体の面を高める一助になるの

ではないだろうか。

全体について（健括的所見）

･令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大のため学校休校や夏季休暇の短縮等もあったが､学校は子どもたちの育ち

に多様な役割を担っていることを改めて認蹴されたともいえる。

・児童生徒を取り巻く課題は多様化している｡専門的な知見からの対応や質の向上のためにも、教職員への支援が-層

求められるだろう。

専科指導のための非常勤購師の配置について

・専門性が生かされる図工等の専科非常勤購師を配腿することにより、きめ細やかな拐導が行われ、児童が意欲的に活

動していること､また校内での各教員の授業担当ｺﾏ数が軽減されていることを確認した。

･今後の配固継続や実際の運用面の充実として､専科教貝と他教職員との児茜牛徒の理解や個別の指導方法を共有する

時間の確保が重要になるだろう。それは質の向上と児童の実態をふまえた指導にもつながる。

スクールカウンセラー活用について

・スクールカウンセラーは児童生徒と教員問の関係をつなげたり、継続してかかわることで教員、児童生徒、保襲宥ら

の不安感を除いたり、児童生徒自身の相談するスキル向上にもつながることも見え、学校皿営にとってなくてはなら

ない役割を担っている。またｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰが入ることで問題の早期発見や掘り起こしにつながることもあ

り､予防の観点からもik視-j-べきことであるといえる。

･課題としては､スクールｶｳﾝｾﾗｰの勤務時間の制限もあり、教職員間での打ち合わせの雌しさが挙げられる。校

内での情魍共有の方法など好事例を市内学校間で共有できるようにしていくことも全体の面を高める一助になるの

ではないだろうか。
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1 教育委員会による自己評価

学校教育分野は『第2次千紫市学校教育推進計画lに、生涯学習分野は「第5次千蕊市生涯学習推進計画｣にそれぞ

れ基づき、各施策を実施しているため、両計画の進捗状況を評価することにより､点検・評価を行った｡また､令和2
年度の新規･拡充11蟻のうち4つの事業について､前点的に評価を行った｡

（1 ）全体の評価について

眉画室頁而豆頁~雨害再~F而FsTml〒

全体について（総括的所見）

･新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染拡大の状況により従来の業務が制限されたことで、各施設においては符理・皿営に極々苦

↓ 慮されたことが想像される｡
t

tl ･施股の閉館や入場者lljl限が要洲される中､珈業数や入館考数などの従来の指標による岬価は愈味をなさないことから、

この磯としては､予想しなかった事態への対応や実践を積極的に評価し、また、その実践を検証、記録し後世に伝え』b

ることがより肝要と思われる。

眉画室頁而豆頁~雨害再~F而FsTml
全体について（総括的所見）

･新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染拡大の状況により従来の業務が制限されたことで、各施設においては符理・皿営に極々髄

慮されたことが想像される。

施股の閉館や入場名･ lljl限が要洲される中､珈業数や入館考数などの従来の指標による岬価は愈味をなさないことから、

この磯としては､予想しなかった事態への対応や実践を積極的に評価し、また、その実践を検証、記録し後世に伝え

ることがより肝要と思われる。
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肚終目標{血（R3目標値）以上のもの

l lW末実棚匝とH27末現状価の差jが
！ 『最終目標値（R3末目標値） とH27末現状価の差」に 生涯学習センターの管理運営について生涯学習センターの管理運営について今41

八』し

' 80％以上であるもの
講座実施という目的のために生涯学習センターと公民館とが実質的に連携し経験知を蓄積する-ことで相互の信頼性が

より強化されたと想像する｡予想できなし､状況下で臨椴応変に対応し､講座提供ができたことは､職員の専門的知識

や見識によるものであり、高く評価されちぺきものである。

男女共同参画ｾﾝﾀｰ､ 自立・就労ｻボｰﾄセンター､柳物館や美術館などとの多様な述択が見られ、 JIT英企面の広

がりを感じるところではあるが、今後も､祉会の変化にｱﾝﾃﾅを張り､市民の学習ﾆｰズを丁寧にすくい上け'、 リ｢

業企画に反映していくことが望まれる。

生涯学習ｾﾝﾀｰや公民館といった成人の学習の堀を遮世する職員は､自らが市民のモデルとして学習を体現する巷

であることが望まれる｡専門職性を高めるために自ら研銅を積み自己啓発に努めるとともに、組織においても概極的

に職員の研修､教育を推奨することが期待される。

講座実施という目的のために生涯学習センターと公民館とが実質的に連携し経験知を蓄積する-ことで相互の信頼性が

より強化されたと想像する｡予想できなし､状況下で臨椴応変に対応し､講座提供ができたことは､職員の専門的知識

や見識によるものであり、高く評価されちぺきものである。

男女共同参画ｾﾝﾀｰ､ 自立・就労ｻボｰﾄセンター､柳物館や美術館などとの多様な述択が見られ、 JlT英企面の広

がりを感じるところではあるが、今後も､祉会の変化にｱﾝﾃﾅを張り､市民の学習ﾆｰズを丁寧にすくい上け'、 リ｢

業企画に反映していくことが望まれる。

生涯学習ｾﾝﾀｰや公民館といった成人の学習の堀を遮世する職員は､自らが市民のモデルとして学習を体現する巷

であることが望まれる｡専門職性を高めるために自ら研銅を積み自己啓発に努めるとともに、組織においても概極的

に職員の研修､教育を推奨することが期待される。
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新型ｺﾛﾅウイルス感典拡大の影脅があるものの､昨年度と同傑、ｱｸｼｮﾝブﾗﾝの進捗状況は達成・順調の項

目が多い一方で､成果桁標の述成状況は◎・○の項目は少なく､実施している取組が成果として表れていない傾向が
見られる。成果折標の妥当性､成果指標とアクションプランとの整合性､今後も続くことが予想されるｺﾛﾅ禍での
取組等を含め、 より効果の閥い邪業を実施する必要がある｡

（2）重点的に評価する事菜等について

ア専科指導のための非常勤講師の配置 (報告書P46. 47)

専門性の商い指導を実施するとともに､担任教貝が児童と向き合う時間を確保するため､小学校に専科指導のた

めの非常勤:間師を刑員し､75名配世した｡これまでは吾楽の謂師を配直していたが､令和2年度からは新たに図工･

家庭･体育の淵師を配田した｡

イスクールカウンセラー活用 (報告書P54. 55)

小学校大規模佼惇43校について､ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰの配伍時昭1を週3時間から4時間に拡充し､児童の心

のケアをすることで、不丑校やいじめなどの未然防止や早期発見､早期解決を図った｡また､新型ｺﾛﾅウイルス

感染症の拡大に伴い、学校再開後において､様々な不安やｽﾄﾚｽを抱える児亜生徒にT牢に寄り添うために､ス

クールｶｳﾝｾﾗｰの配世拡充を行い､ きめ細かに対応する体制を整えた｡

ウ千葉市生涯学習ｾﾝﾀｰの管璽麺賞 (報告香P82 . 83）

実施識座数は前年度に比べて約半減したものの､防災､医療･健康､国際理解､商齢者関係､家庭教育など様々

なテーマで滑座をIIM催したほか､コロナ禍でも市民への学習機会を継続して提供するため､新たにｵﾝﾗｲﾝ形式

での紙座を一部実施した。

ｴ千葵市立郷土博物館の管理運営 (報告書P77. 78)

新型コロナウイルス感染拡大の影響により､教育仔及珈粟の一部は中止したが､一部隅座等については動画や冊

子で公開するなど工夫し実施した｡また､符別展｢ iIZ都千葉と千葉空襲」など展示』I喋は予定どおり実施した｡ま

た、市史幅さん耶巣では､明治期の史料をまとめた『千集市史史料縄】o近代l』を刊行した｡
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葉市立郷土博物餓の管理運営について葉市立郷土博物餓の管理運営について

千葉市民としてのｱｲテﾝﾃｨﾃｨは､市民に千葉市とは何なのかを絶えず語りかけるストーリーによって形成され

る｡千栞開府900年に向けて､多様な媒体を通じて､千葉市の持つｽﾄｰﾘｰを市民に伝え、啓発することが、 ｢梛

市ｱｲヂﾝﾃｨﾃｨ」の共布には大切である｡

学校教育との述鵬は碩極的に進められている｡学校教帝を通じ､郷土博物館が子供の頃から馴染みのある施設として、

子どもたちに愈識されることが必要である｡立地などにも恵まれ、気楽に立ち寄れる施股であることの利点を最大限

に利用し､子どもが自ら訪れ関心を抱くような企画・展示に一層工夫をされることを期待したい。

千葉市民としてのｱｲテﾝﾃｨﾃｨは､市民に千葉市とは何なのかを絶えず語りかけるストーリーによって形成され

る｡千栞開府900年に向けて､多様な媒体を通じて､千葉市の持つｽﾄｰﾘｰを市民に伝え、啓発することが、 ｢梛

市ｱｲヂﾝﾃｨﾃｨ」の共布には大切である｡

学校教育との述鵬は碩極的に進められている｡学校教帝を通じ､郷土博物館が子供の頃から馴染みのある施設として、

子どもたちに愈識されることが必要である｡立地などにも恵まれ、気楽に立ち寄れる施股であることの利点を最大限

に利用し､子どもが自ら訪れ関心を抱くような企画・展示に一層工夫をされることを期待したい。
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評価委員の意見に対する対応（報告書P104～106)

これまでの耶務点険･評価において評価委員よりいただ

いた意見に対する対応状況は右表のとおりです。

1項目について検討中であるものの、すべての意見に対

し、適切に対応しています･。

評価委員の意見に対する対応（報告書P104～106）

これまでの耶務点険･評価において評価委員よりいただ

いた意見に対する対応状況は右表のとおりです。

1項目について検討中であるものの、すべての意見に対

し、適切に対応しています･。
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達成 最終目標(R3目標）以上のもの

順調 おおむね順閥に進捗しているもの

遅れ

休止

進捗状況に遅れが出ているもの

耶其を休止したもの

醗識鐸慧隷瀧鴬嘘駒際溌蕊稲瀧蔭無講
恩見に対する取組みを実施しているもの．

愈兄に対する取組みについて険r jしているもの．

未対応のもの．
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教育委員会事務点検･評価(抜粋版）

1学校教育分野

（1）成果指標
※達成状況が｢◎1「×lとなっているものだけ存抜粋

【施策2－1】 報告書(案)P16-17

【施策3－1】 報告書(案)P26-27

【施策4－1】 報告書(案)P34-35

NL

．＊ ；
噂 ￥曇,蛎舞,知 .

癖｡:指標
牙 』陣、肝』 』

を 野垂､ ､即 ．~ 鬼
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当初

:H27末
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(冠終目標）
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fH28末．
望 上面
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7
読書習慣のある児

童生徒の割合
■

小3
49.5％

(26年度末）
55.0 53.0％ 50.4% 49.4％ 4 7％ 50-4％ ×

小5
45.1％

(26年度末）
52.［ 45.9％ 48.1％ 44－0％ 44.1％ 46.0％ ×

中2
46.7％

(26年度末）
52.モ 44.4％ 44.5％ 43.0％ 44.2％ ×

千 汁 堂ナログ■ 犬況調

， ’点: "達成状況に夷 】
眉 兄明 ” 〒 － 弓鐘⑩駅 録曽 す

･読書習慣のある児童生徒の割合(1週間に1時間

以上読書をしている児童生徒の割合)は､小･中学
校共に上昇しています。

･一方で､2週間に読んだ平均読書冊数は減少して

います｡読書時間は確保できているものの､読書

冊数に関しては減少しているという結果の理由の

一つに､各学校の新型コロナウイルス感染拡大防

止対策として､読書の際に自由に本を手に取り
次々に読むという自由読書の方法から､手に取る

本の冊数を制限している現状が伺えます。

.引き続き学校図書館指導員の読書指導やボラン

ティアによる読み聞かせ等を行い､学校図書館の

充実等を積極的に推進していきます。

･学校図書館キ件を対象とした読書活動の推進についての

研修を行います｡研修を踏まえ各学校で｢魅力ある学校図書

鱸揮営計画｣を立て､教科との関連や公共図書館との連携、

蔵書管理､施設･設備の整備など､学校図書館の充実を図
ります｡また､引き続き､6月下旬から12月まで読書量調査

を行う予定です。
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騨誹､
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3 段

旬P

『 呼埼 亀

‐ 当初
､H27末

‘ ‘目標

::R3－…． 、本 闘一

(最終目標〉

：． ： 、 』 実即

@:_H28末 H29末
』

ト 野Ⅱ

４
判
H30末 寺

ふ

I " - "_ " -

｡ : ､R1末
甑 ニ

ヒ 制 』 4

;._.R2末鷺 達成
出

状況; ‐

11
朝食を必ず食ぺる

1尺章生徒の割合

小 90.8％ 100.0％ 89.6％ 90.1％ 89.7％ 90.3％ 89.1％ ×

中 87.6％ 100.0％ 87.1％ 87.9％ 86.5％ 87.3％ 85.6％ ×

-卜築寵帝藪霄萎頁襄葆
憂両取穎雰專~テ
ノ、L胆:宙士井や潅誼メ

憂両取穎雰專~テ
ムル四通大廿弁指逗弓

扉專~弓

垂
月
錘一

一
体

一
健

一
保

一
今
云

一
員

写ー一一
課調べ

一デーF＝_ ,皇達成状況に対身ずゐ説明 。 今

･平成29,30年度に実施した栄養教諭による｢朝

食｣をテーマにしたモデル授業や研修を通して､朝

食の重要性への意識は高まっていますが、目標の
達成には至りませんでした｡週1~3日食べない児

童生徒が1.7％いるため､家庭との連携をさらに深

めた取組みが必要です。

で継続して行い､家庭との連携を密にし､朝食を毎日食べる

I原壷隼徒を育てられるように取り組んでいきます。

NL
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‘ 指標
1

‘軍
ﾔ

噌

ヨ
‐ 三I叙』

H27末

日1宗

R3末
(俄終目標）

夫可

H28末
一 触 「

H29末 H30末

L ‐

R1末
d寺

R2末 達成

‘状況

16

学校セーフティ

ウォッチャーの登録

者数

／ 26,855人
(26年度末）

30,000人 26,469人 25,800人 26,265人 '…人|""'人| ×
千葉市教育委員会学事課調べ

達成状況に対する説明。 ， ． ‐今後の取組み等 』 －
･登録者の増加には至っていませんが､保護者･地

域協力者の協力により、各学校区で安全な登下校
が行われています。

･保鬮者会や地域の団体に参加を呼び掛けるなど､セーフ

テイウオッチヤーを増やす取組みを継続していきます。



【施策6－2】 報告書(案)P52-53

【施策6－3】 報告書(案)P56-57
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全児黄牛徒数に対
する不登校1月音生
徒の割合

小
0.46％

(26年度末）
0.35％

0.49％

(27年度末）

0.52％

(28年度末）

0.57％ 0.70％

(29年度末） （30年度末）

0.86％

(R1年度末）
×

中
2.38％

(26年度末）
2.20％

2.49％
"旬一生幸圭、

2.67％
fnn佳咋壬､

3.05％ 3.42％

(29年度末)I(30年度末）

3.59％

(R1年度末）
×

' 未I IJ趣月声涙 [会教育支援；
－－－■

:課

壽

調べ

“ 零; :顕､、達成状況に対まる説明二≦ , ． 理."‘ 儲 『 "， 農 ､今後の取組み 革
》
貼

守
謬鶏

･不登校を解消した児童生徒もいますが､不登校

状態が前年度から継続している児童生徒が多かっ

たため､割合は増加しています｡学校以外の相談

機関等を利用していない1月童生徒も増えており、

個に応じた支援が十分でないことが増加の理由と

考えます。

･不登校児童生徒の個の状況に応じた具体的な指導と支援

について､他機関との連撹を含め家庭､学校で情報共有し、

個々の状況に応じた支援体制づくりを促進します。

･長欠対策教育相談員の学校訪問により､各学校の状況を

把握し､校内支援体制や支援方法についての指導助言の充

実を図ります。

24 いじめ解消率

小
82.2％

(26年度末）
90.0%

87-9％

(27年度末）

89.2％

(28年度末）

68.9％

(29年度末）

62.3％

(30年度末） イF
nD

4.5％

年度末）
×

中
80.3％

(26年度末）
87.0％

89.6％

(27年度末）

91．7％

(28年度末）

81.8％

(29年度末）

66.7％

(30年度末
〃F

唯

1.3％

年度末）
×

=1--%》
》

｜
》
壷

課調べ
ー弓~罵弄憲

銘串 囎､

･国のいじめ防止基本方針の改定(平成29年度末）

に伴い､「いじめが解消している｣と判断される条件
として｢3カ月の見守りが必要である｣等に変更され

たため､解消率が低下しました｡また､いじめに対

する正しい理解が進んだことで､いじめ盟知件数が

増加する反面､安易にいじめを解消したと判断せ

ず､丁寧な見守りをしているため解消率が低下した

と考えています。

｡いじめの槙控的な麗知が浸透したため、巽知件敵か増加し

ていることは評価できることです｡今後は､初期対応を丁寧
に行うことで､さらにいじめの早期解消に努めます。
．また､管理職のいじめ対応悉皆研修により組織対応の必

要性の理解を深めることや､生徒指導調査研究姿員会の報
告書｢いじめの積極的な浬知とその対応｣の稜極的な周知、
学校からの要請に応じた校内研修の推進に努めます。
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26

日本語指導が必要
な帰国･外国人生
徒で指導を受けて
いる割合

小
90.5%

(26年度末）
92.0％ 90-8％ 91.4％ 91-9％ 100％ 100% ◎

中
93.4％

(26年度末）
95.0％ 93.7％ 98.5％ 98.5％ 100％ 99.5％ ◎

丁 …
》
》話 癖
霞而販需
見童生徒の増加

み等言
《
》
餉

雲
~一､．

課調プ＜

鴎‘鴬“酔電達成状況に対弓夛急説明， ， 嘆 j今
払 ■

‘＊雫鴛':ゞ
増加や､母語の多様化に･日本語指導が必要な帰国･外国人生徒の人数は

前年度とほぼ同数ですが､ボランティア等の協力

により、要請のあった児童生徒ほぼ全員に対応し

ました。

･一方で､指導時間数の確保や、多様化する母語
への対応が課題です。

対しても､きめ細かな支援ができるよう､大学やNPO団体と
の連携を強化するほか、自動翻訳機の活用効果を検証しま
す｡また､2か所体制とした日本語指導通級教室の適正な運
用を推進します。



(2)アクションプラン

【施策1－2】報告密(案)P13-15
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L等事業名‘
‘ず ，； ； , ィ

評 ユ

望 , 蓉土塁 鋸

'新規j拡充項目

継続. ? 弓篭．
F 婆 『 晩L

ﾗ 当初

『fH27末
可 L

-目標＆
R3*,

(最終目棟）

Ⅱ

I

Ⅱ

I

Ⅱ

I

実*

H28末
Ｅ

-H29末 "H30末 - R1末 'R2末、
搾 冤

達成
Ｆ

i状況
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情報教育
機器の整
備・充実

小学校PC教室の
端末刷新

タブレットPCの整

備

106校

校
校

ノ
Ｊ

《
ロ
《
ロ

０
０

２
校
４

６

モデル校

40台
敬育センター

40台

全校

40台/校
(移動型端

末）

モデル校等

での成果を

踏まえ、見

直し時に設

定

106校

校
校

ノ
／

《
ロ
《
ロ

０
０

２
校
４

６

継銃モデル校

40台
教育センター

40台

畦
咄 ‘撫幽綴豊

、

＆
》
｜
》
－

市

淫 ■ 凶

虚学坊への.第2次CABINETシステムの整備が完了し､小中学校への

本格運用が始まりました｡配備した第2次CABIN日用のタ

ブレットの台数は学校規模別になっています。

･GIGAスクール構想で小･中学校､特別支援学校(小･中学
部)の全l貝青牛徒･教員に、1人1台タブレットPCを整備しま

した。

106校

校
校

／
／

《
ロ
ム
ロ

加
校
㈹

６

縦統モデル校

40台

敬奇センター

40台

106校

校
校

ノ
ノ

《
ｐ
一
口

加
校
㈹

６

縫綻モデル校

40台

教育センター

40台

110校

(学級人数

最大値で配

倣）

全小中学校

規模別に11

台から80台

110校

(学級人数

最大値で配

備）

第2次“1K画用

タブレット

全小中学校規檎

別にI】台から81

台

1人1台ﾀブ

ﾚット

全佼に配備

達成

達成

設

凶

－ 名 ヲ の取組み U 金 ， , , ,弾

齢!

､挙坊へ道ス大ﾅ1 歩1CT栂･学校へ導入されたICT機
三

閣畢の王11託田穿イ
凸一

器の利活用を促
一一

ﾃｲ忌准すみﾅも．〃ﾅ進するため〕 封暁､教職

員研修の内容を充実させたり、回数を増やしたりしていきま
す｡また､優良教材や活用事例などの情報を教育センター

ホームページなどを活用して積極的に発信していきます。

･ICT支援員を全校に巡同配置することで､児童生徒のICT
機器の操作支援や教員のサポートなどを実施していきます。

血

Y H E ｵ J

ざ'事業名．
』 ﾕ 」

新規拡充項目
継焼ゞ :: ．

エ
I

H27末

､目標

R3末
(最終目標）

鴎実￥■ 浄

H28末
』

H29末 鋒営H30末

i,. .琴 一

R1末Lq , R2末一．
幸 』

で
唖

出 吋

§達成

状況、

3

小学校英
語活動･英
語教育の
推進

外国語指導助手
の配置拡充

英語教育支援員
の配置

英語免許保有者
の増員

叺
呼
弘
》
呵

戸
輔
〕
曲
１
ム
リ
。
。
■
＆

当 主な成果と考察
･外国語指導助手の人数の増減はありませんでしたが､各学

年の授業は概ね予定通り実施できました｡一方､打合せ時間
の確保が課題となっているため､今後は人数の増員から勤

務時間の拡充へとシフトチェンジしていきます。

･英語教育支援員については､最終目標と同数を配置し､各

担当校での指導･助言に当たりました。
･英語免許保有者に関しては､ 10人が新たに免許を取得した

ものの､免許保有者が11人退職したため、1人減となりまし

た。

38人

12人

102人

38人

12人

101人

38人

12人

101人

れ
》
成
咄
れ

遅
班
達
班
遅

、 、今Z
･外国語指導助手は､打

の取組み
＝

F

台せ時向のb匝床刀､課題と写つ Lい旬

ため､派遣時間拡充に向けて取組みを進めていきます。

･英語教育支援員は､新型コロナウイルス感染拡大防止に配
慮した活動や､高学年の評価などについて､重点的に指導・
助言します｡小学校教員の指導力が向上したので事業の見
直しを検討します。

･千葉大学などにおいて免許溌認宝講習が開催された場合、
免許取得者からの受講スケジュールなどに関するアドバイス

を添えて､案内･募集します。

5

市立高等

学校のグ
ローバル

スクール

化の推進

外国語補助教員
の増員

3人

~

Ⅸ 割 エ姓

･令和元年度に外国諸補助員を1名増員し、日

標を達成しています。

2人 ’ 3人 3人 達成

奇T型U’勾又再皿ロアー
1

‐7『圏面面T淵”』弧貝琶Jpmレ、 ノH 〃 、ノレ･ノ 〃 vJHJ央江圏ソふう ◎
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未来の科

学者育成
プログラム

ジュニア講座受言
者

ロボットエ学講目

の新規開設

50人 100人

年4講座

J , 毎 昌ぴふ｡j挫弓

･ジュニア議座は新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、2講座のみ実施で延ぺ25人の参
加となりましたが､電子申請によるスムーズな
申込体制の確立や､一部の講座をオンラインで

実施するなど､新たな取組みを行いました。

･ロボット工学講座は､千葉大学･千葉エ業大学
の協力により4講座予定していましたが､2講座
のみの実施で延ぺ49人の参加となりました。

66人 42人 71人 159人

年2講座 年3講座

25人

年2講座

遅れ

遅れ

#…‘､”‘ ，』､今後の取組み等' ， 1． ’ ‘ ” ．"尋 、 ‘

･ジュニア講座ではこれまでの小学校5，6年生対象の講座以外に小学校

3，4年生対象の粛座を増設します｡また､電子申請システムによる受付を
推進していきます。
･ロボット工学識座は､令和3年度は4講座を実施する予定です。
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新規P拡充項目

〆

i

継続," - ‘

当初

H27末

目ポ

R3末．
(最終目標）

実＃

H28末 H29末『 ､H30末1
1 ．，’ ､ ・胃 ．

R1末。 ･R2 』
ず
二
達成1

ｶLﾄ * も

状況

2
テマIへ四三

館の充実

蔵書の充実
(学校図書館標準
未達成校の改善）

未達成校の

平均蔵書率

85.8％

未達成校の

平均蔵書率

93.0％

未達成校の

平均蔵書率

89.3％

T 設詞 ､ …
胃ナヂ酷型 I上 茎壷 焉

･図書標準達成100％を超える学校数は2校増え、110％を超

える学校数は､令和元年度に比ぺ小･中学校合わせて4校
増えています。

･未達成校において､蔵書率の割合は令和元年度に比ぺ若

干低くなっています｡今後も計画的な廃棄を進めながら､蔵
害数の拡充を図っていきます。

未達成校の

平均蔵書率

92.9％

未達成校の

平均蔵書率

91. 1％

未達成校の

平均蔵書率

90.3％

未達成校の

平均蔵書率

93.0％
遅れ

三全b錘価1 回蛆型：
函か H FL痔

･令扣3年度は、詞年度と向韻の予昇を碓床し、 I圏吾澤'月

率｣等を勘案して学校図書購入費を配付します。
･6月に各学校において学校図書運営計画を立て､蔵書､施
設・設備等の整備を行い､学校図書館の充実を図ります。

７
オリパラ教
育の推進

パラスポーツ授業
の実施 ト’

166校

(全小．

中学校で

実施）

●

エ'よ醒禾こち示可 ． 詞
ﾛ罫,､ 串4 曲

･体育･保健体育の授業において､すぺての小学校でゴール
ボール及びシッティングバレーボールを､すぺての中学校で

シッティングバレーボールを実施しました。

12校

166校 166校

（全小。 （全小・

中学校で 中学校で

実施） 実施）

165校

(全小。

中学校で

実施）

達成

1# , 今後の取組み： 筐 & ,, 弾 "
予 〆 ･豊 一 “ ”， ‘ ￥

･新型コロナウイルス感染拡大の影響により、東京202Oオリン

ピック･パラリンピック競技大会は延期となりましたが､児童生
徒の安全に配慮しながら､引き続き､オリパラ教育を継続しま
す。
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葱事業名攻！
¥' 学輔' ､ 亜

く り昭 十割

無, , 齢 f嶋 凶

新規｡拡充項目
‘ 継続

当初

､H27*･

目標、

ER3末，
(最終目標）

L 寺

H28末‘ H29末
T: 』割

． ． 、実

H30末.‐
“

世

I j " 諺 一 ・ " ,嘩翰鍋

R1末
J 『

R2末瀞
』 画巴唖 宅

｡ 串､ : !
岨零Fや

;達成
,状況

4

こてはし学

校給食セ
ンターの再

整備

継続 継続 継続 継続

一プーーョ下言一主な 皆ど考察字富田一ﾃープーーー
一

･平成29年4月に供用を開始し､令和2年度については､花

見川区を中心とした中学校14校に給食を提供しました。

供用開始

一

継続稼働 継続稼働 継続稼働

〒

達成

･安全安心な学校給食を安定的に提供していきます。
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新規ﾛ拡充喉

‘~継続f"

酢
小
比
や

； ：当初

"H27末

目標， 。

R3末
取袋昼1宗ノ

"実糸

H28末 H29*
』

H30末，
碇

u岾 晶 ､
夢 ､品 , 1茎

R1*
Ｌ I礎

可弓 ，達成

，状況

1

』

運動習慣

を身に付
けるため

の取組み

運動習慣定着に
向けた取組み

各学校で独

自の取組み

を実施

全校実施

体育・保健体向

におけるオリパ

ラ敏育検3.推飢

会の設灰につい

て検討

各学校で独自の

取組みを実施

辱 { 彊 設唱 唱 昼
毛毛

妙妙
曲
酔
勗

曲
酔
勗 ！！

←－－

･前年度に引き続き､市立全小中学校の体育･保健体育の授

案において､パラスポーツを実践しました。

体育・保健体商

におけるオリパ

ラ敬育検『､↑委、

会の扱R

モデル校（小中

各7校）でモデル

授案を実施

全校実施 トー全校実施 達成

P3 、－， ：句P3 、－， ：句 の取組み等"､_ 'fi _の取組み等"､_ 'fi _
－

H f 像

､ " " ;
京202Oオリンピック･パラリンピック終了後も､市立全小中

交の体育･保健体育の授業において､パラスポーツを実施
:す。

2
アスリート

交流事業

小学校における障
害者アスリートとの
交流

千葉ロツテマリー
ンズペースボール
チヤレンジ

ジェフユナイデッド

市原･干葉おとど
け隊

実施率：

6％

年間： 20校

年間：93校

延べ実施

率： 100％

年間： 26校

年間：95校

延べ実施
率：22％

年間9 15校

年間：94校

汀』nザ一戸

｡｢障害者アスリートとの交流｣についてはJ順調lこ実施校を

拡大し､令和元年度までに全校への訪問を達成しました｡令
和2年度は新型コロナウイルス感染拡大により､令和元年度
より実施校数は減少したものの19校で実施しました。

｡｢ペースボールチャレンジ｣、「おとどけ隊｣については､緊急

事態宣言等のため､予定より実施校数は減少したものの可
能な限り実施することができました。

延べ実施

率： 36％

年間: 15校

年間：94校

延べ実施

率： 72％

年間：20校

年間：92校

延べ実施

*: 100%

年間：26校

年間：95校

延べ実施

率： 100％

年間: 13校

年間： 35校

成
母
れ
》
れ

達
唾
遅
州
遅

今 の 収
油q

ユ 寺

.｢障害者アスリートとの交流｣については､引き続き実施しま

す。

.｢ベースボールチャレンジ｣、「おとどけ隊｣については、関係

機関にさらに実施校を増やすよう働きかけていくとともに､そ
れぞれとの連絡･調整をより一屑密に行っていきます。

N仇
停』

… ,申謬 ,

;事業名
灘｡"ゞ;
暁淡… 串轟辱坤 彊ニマー

齢 一

新規‘拡充項目
《継続、』、

i ’ ､ヱ ヂ レ 卓分

当初

H27末；
時ヰーー ]＝

目標

R3末、
(最終目榎）

． 。”実絹

H28末
ー私 幕一 配－－

H29末
■｡｡ .!唖

H30*
悪確審 |懇霞

bR2末
屍 ､貯 鷺、

輯､ 『亀･ も 宙

-達成

状況

5
■ーB一β 釘宙

教育の充

実

小･中学校におけ
るブラインド型避
難訓練の実施

63.0％ 80.0％ 67.7％

Fな成里と 昔雲 …” …… ，

･令和2年度は､新型コロナウイルス感染拡大に伴う休校措

置等のため､実施校数は減少しました｡今後も安全指導主任
会や研修等で積極的に周知し､実施率の向上を図ります。

69.7％ ’71. 1%

！

71.5％ 59.3％ 遅れ

ユ
の取組み富

澪 ' 野

予 ＆』

･安全指導主任会や研修会等において､状況に応じた判断を

する教育の必要性や､その一環としてブラインド型訓練がある
ことを説明します｡また､感染症対策を施したうえでの実施方
法を周知します｡さらに､実施していない学校へ個別に連絡を
し､実施率向上に努めます。
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【施策4－2】報告書(案)P39-40
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:嘉業名
牙

E 甲 L 一

縄『さ 』

､
L

新規･拡充項目
、 ‘継続字 :子 一

一 ､ル ュ壷

I
‘

~当初三コ勉
戯ごH27末

1目標・ロ

R3*!"
(最終目標）

海 ,う” ． ； ， ､ ｡￥実；一一

"H28末
"声

』

"H29末？ H30末

唱

“
Ｊ

T:R1末』
可 『

R2末‘二

『 ＝

｡_達成’

.皇状況

1

学校施設

の環境整
備(質的整
備）

トイレ改修

音楽室等エアコン整備

普通教室へのエア
コン整備

66.6％

学校 】00％

学校 100％

'1文彼学校l”％

学校 100％

学校 100％

3．4％

小学校0％

中学校50%

特別支極学校L、％

4 験成果と考雷杲と考察 一 ’
･トイレ改修の進捗については遅れていますが、完了時期を

前倒しできるよう工事発注件数の見直しを行い､トイレのドラ

イ化と洋便器化を推進してきました。

･音楽室等エアコン整備は､音楽室､図書室及びコンピュータ

室へ令和2年3月末に設置が完了しました。

･普通教室へのエアコン整備は､令和2年5月末に設置が完

了しました。

2 戸一一一-9ｰ

進

"X配雷実施方
針の見直し

準備・検討

打才哩必一Fし氏

適正規規

模・適正配

置実施方針

準備・検討

！ ロ
■ Ⅱ

ロ グ、 宙､M Ⅱﾛ ﾛー
､ 出塁

ヒナ岳龍里少 基壷； ｰ “ “

詞四一 グも ■ ロハーーグザビBへ一一間ｰｰ＝、βゴーウーーローー■一、一一＝ｰー

で統合準備会を運営するとともに､新たな地区における学校

適正配置の検討を進めました。

地伽・検討

第3次学校

適正配置実

施方針策定

第3次学校
適m配肝実

施方針の運
用

第3次学校

適E海雷実

施方針の運

用

達成

、守今
正

樹この取組みこの取組み
r

F皇守皇 ヨ

【畠室月次堂鈴摘乖祖

模･適E配晉実施方針に基づき｢優先度I」となった学校や適
r覗詞の検討が必要な新規地区の学校を訪問して､校長や
保護者､地域と意見交換等を進めます。

３

学桔適7F
配置に伴

う施設改
修

統合に伴う施設改
修

跡施設解体･整備

嘩
一
駁

舷
》
唯

■
Ⅱ
込
む

11校
78.57％

4校

80％

6 こ"ふ眠奉巳 弓祭 ．

-令和2年度末までに施設改修が完了しました。

11校

78.57％

校
恥
５
１

11校

78.57％

校
脇
５
ｍ

11校
78.57％

校
岬

戸
、
１
人

嘩
岬
一
磁
岬

達成

達成

通一寸砲

の収組み

･今後も引き続き､統合予定となった宇校について､施設･設

備の改修を行っていきます。

5

小中一貫

教育の推
進

小中一貫教育のモ
デル事業

研究指定

(小中連

携） ’
小中一貫教

育モデル校
の設置

継続

こ"≠J采木G石示』 ‐

･令和2年4月から川戸小･中学校を小中一貫教育枝に位置
付けるとともに､幸町第三小学校･幸町第二中学校､及び更

科小学校･更科中学校を小中一貫教育モデル枝に位置付け

ました。

･千葉市の小中一貫教育基本方針に基づき､小中一貫教育

の進展のための具体的な実践計画を立て､各校の特色に応

じた実践をしました。

継続 継続 山
小中一画教

育モデル校

の設世

小中一貫教

育校の設置

小中一貫教

育モデル校

の設置

達成

』

･令和3年4月から幸町第三小字校・幸町第二中宇校、及び史

科小学校･更科中学校を小中一貫教育校に位置付けました。
･小中一貫教育枝運用状況や課題を把握するとともに改善に

向けた助言を行います。
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【施策5－2】報告書(案)P46-47

【施策6－1】報告書(案)P50-51

９

胸

『i 丙
[j争 呼
辱』 ~ 醐酔 宅

蕊､事業名‘
｡f － 蝿 【

段 G E

聯 ,

』 ‐ 乳 t ” ′ 一

継続‘
q 一

』

二当初
=H27末 R3末~ZF

(最終目標）

垂 ' ~ ,i ‐． 悪-~ﾃ 実縄ゞ』 !、 。 、 ”",￥' ‘"鷺"

"H28*- .
弓 十 ●

H29末 :H30末~‘
I 唱 一 |卸宋』

- R2末
』一

コ ？

‘達成

状況

2

特別支援
教育研修
の充実

特別支援教育研
修の実施

受講者

1,527人/年

受講者
1,820人/年

受講者

2, 111人/年

』 , 鴬均
｛
み
｛
み 営察_’ 』 目，上 副

－ーー－

厚 出

･新型コロナウイルス感染拡大防止のため､予定していた33

誘座のうち32講座を中止としたことから、 1講座のみの開催で
受講者は27人となりました。

を講者

, 132人/年

受講者 受講者

2,005人/年 2, 165人/年

受講者

27人/年
遅れ

2－今後の取組み合2－今後の取組み合 酔里抽 酔軸

－

』 判 ？

･これまでのアンケートの分析などにより、受講者のニーズに

沿った研修テーマを設定するとともに､オンラインでの実施や
参加しやすい日程調整を行うことにより､感染症予防策を取り
ながら受講者数の増加を図ります。

－－

Na
b l
:事業名

串

穫

新規･拡充項目。
経統' ‐ ＆ ‘ ‐
贈 E L f才贈‘操

当初 ｜ 目標

H27末

一
一一一一

謎

H28末
典 ｡ 『

H29末
小

H30末

＄＄で; ‘ “ 7
－ 一

FR1末'、
､典,x 1 ， ; 1 Ws

R2末,鳶 達成

状況

4

学校給食
費の公会
計化と｢公
金･準公金
管理シス
テム｣の整
備

管理システムの整
備

検討 ’ 運用 検討

里

。Ⅸ禾巨-宕玩 ．

･平成30年4月から運用を開始しました。

･学校給食費(公金)と学校徴収金(準公金)を一括徴収･管

理することで､保護者の負担軽減と利便性の向上に寄与して

います｡また､学校においては､事務処理方法の統一化が図

られ､指導業務時間の確保につながっています。

検討 運用 運用 運用 達成

今週 U 又粗み
孟

子 一 4 i

、生、癖、藷、ナF霜田命仁が
と
４

－
Ｇ
毛

一
八 汀ｊ一

一宝グ､ 訪偉や等禰晦'一詩才
IPWJ1v"型切りひ＝nJvダJ－uダ､〆ハノーv夕畢歴、一旦＝剣既、－戸Jｧ

る研修を実施します。

･学校給食費については､徴収対策のさらなる強化を図りま

す。
"

Nq
『

，事業名：
新規d拡充項目〆

継続

"当初

H27末

目標
R3末

ﾛ 窪

(最終目標）

÷ゞ実網‘ ‘, ” ‐ 竜一 ≠

H28末 H29末 H30末≦

’
&R1*
T

R ’
~R2末『 ‘達成

状況

2

特別支援
教育のサ

ポート体制
の整備

特別支援教育指
導員

特別支援教育介
助員
一

趣
一
弘

…

40人

15人

35人

5人

#4 奄酔 ¥

, 沸刊

#4 奄酔 ¥

, 沸刊

｛
ふ 察ず寮

l*40人配置L_ET

員の指導計画を作成しました｡適切な支援を行うことにより、

学習態度や対人関係の改善､社会性の向上が見られまし

た｡また､個別の教育支援計画を作成･活用することで､より

よい支援体制の継続を図っています。

･特別支援教育介助員を10人配置し､ 14校16名の】原音生徒

に支援を行いました｡進捗状況は｢遅れ｣となっていますが、

保護者､教員からのニーズに合わせて対応しており､高い満

足度を得ています｡対象児童生徒の自立に向け､どこまで介

助を行うべきか､担任との連携の仕方などについて整理を継

続していくことが必要です。

人
四
人

弱
》
５ ：

40人 40人

10人 10人

達成

遅れ

寺冒~ﾃーゞ ‘ ､ 。‘ 今後の取組み等≠ ．′ ‘‘ 今後の取組み等≠ .' ' ’

･指導員配置数(41

L ､i &
0人)を超える配置希望があるため､増員を

検討するとともに､すぺての希望校に学校訪問相談員または

指導主事を派遣します｡本人及び校内支援体制を把握し､指

導･助言を行っていきます｡未配置校についても､訪問要請や

教員に対する相談､各種研修等により､必要な指導･助言を

行います。

･対象児童生徒の障害が多岐にわたるため､状況を正確に把
握し､一人一人に応じた適切な支援をしていきます｡また､本．

事業の目標である｢自立｣に向け､学校･保護者･介助員･行政

が連携を密にし､望ましい支援の在り方を検討しながら進めて
いきます。



【施策6－2】報告書(案)P54-55

【施策6－3】報告書(案)P58-59
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池

d 7

事業名
』
↑
１

新規･拡充項目
継続・ ‘" : ,。

乳

オ当初

_H27X
笂, . ． 〃」

日標‘

"R3末
:(最終目標）

『 ," “ 、 ‘ -‘実糸

｣ -H28末
可

I
! H29末‘

喝 : j F
罰矧 0屯 一

H30末
~ﾕザ

l

L 毎

ﾔ

ネ

R1末 R2末
卜

達成

状況，：

2

スクールカ

ウンセラー

の活用

小学校に配置

スーパーバイザー

の配置

7校配置

12校巡巨

3人

囮
回

配
巡

校
校

０
０

１
２

4人

6校配肝

12校孤向

4人

地 設

､ I ﾐな月 Bへ ■Z四夕JLⅡ

･小学校大規模校等43校の配置時間を､週3時間から4時

間に拡充しました｡児童の心のケアをすることで､不登校や

いじめなどの未然防止や早期発見､早期解決を図りました。

.また､新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い､学校再開

後において､様々な不安やストレスを抱える児斎牛徒に丁寧

に寄り添うために､スクールカウンセラーの配置拡充を行い、

きめ細かに対応する体制を整えました。

10校配置

30校巡回

4人

12校配置

60校巡巨

4人

全校配世

(111校）

4人

全校配世

(110校）

4人

岬
〆

成
哩
成

達
》
達

r

F … 薊” ~

･令和3年度より､小学校は35週から37週へ､特別支援学校

は35週から40週へ配置時間を拡充します｡今後も効果の検証

を行いながら､配置時間の拡充を検討します。

4

適応指導
教室の設

置及び運

営

適応指導教室(ラ
イトポート)の設置
運営

5カ所運営

6カ所運営

(各区設

置）

LP稲毛の

改修工事と

備品消耗品

購入を行っ

た。

－判報 E意筬粟良と考罵
一

･すべての行政区に設置されたライトポート(LP)に120名を
超える児童生徒が通級し､学校生活への復帰や社会的自立

を目指す居場所としての機能を果たしています。

LP稲毛を

開所し、順

調に運営で
妻や
ごJｰ｡

全行政区の

計6か所を

順調に運営

できた。

全行政区の

計6か所を

順調に運営

できた。

全行政区の

計6か所を

順調に運営

できた。

達成

〈
可ﾃ 後のI

エ ゴ

F ‐

･コロナ禍の影響もあり､前年度より通級I艮育生徒数は減少し

ていますが､依然として多くの児音牛徒が通級しています｡L

Pの管理･運営内容の改善と､それぞれのLPでの取組を共有

し､支援の充実を図ります ○
則

Nu ：事業名

W r

毛 ､配

新規q拡充項目”
‐ 継続， ，鳶’

≦当初

『H27末．

し目標､

､R3末，
(最終目標）

9 段

震 ､ ‘ ･ 罠 夫

H28末
j L

f P

H29末
可 ､ ザ

H30末

賢 』

｡R1'*
鷺.｡▲ ､ " ； -

R2末 達成，

状況

3

外国人児

音生徒指
導協力員
の派遣

外国人児童生徒
指導協力員の派
遣

11人

13人

(協力指導

貝の増員）

11人

(勤務日数

拡充）

匡号J蕊不色 Pつ不 " 可

･令和2年度は､13人の指導協力員が459人の指導等にあた

りました｡児童生徒への日本語指導だけでなく､面談や家庭

訪問時の保護者への支援も行うなど､精神的なケアにも大き

〈貢献しています。

11人

(勤務日数

拡充）

11人

(勤務日数

拡充）

13人

(2人増

貝）

13人

達成

叩 一
ブ
雷

一
ｔ

一
生
椎

窪
を
買
一
仲

》
｜
》

壷 一

F ，ｰ

･令和3年度から､指導協力員を2名(中国語､スペイン語)増

員し､体制を拡充しましたが､訪問回数等は足りていません。

今後も指導協力員の増員等､効果的な配置に努めます。

4

日本語指
導通級教
室の設置

日本語指導通級
教室の設置

1カ所運営 増設 1カ所運営

UJ1HJu－F1I－L－〃J』"Up－pG=四1 城台東教室を開設しまし

た｡2カ所の教室に合わせて27名の生徒が通級しました。

需要、設置

場所調査
増設を決定 2カ所運営 2カ所運営 達成

･通字区域内の日本諸揖導が必妄な生徒の状況把握と具俸

的な入級手続きの案内､支援を行います｡また､入級生徒･保

謹者･学校･通級教室の連携を支援します。

5

学習習慣
定着に向

けた支援

eラーニングの活

用
検討 運用拡大 検証中

， 、 ， ”王な成果と考祭｡ 、 ． ‘

･新型コロナウイルス感染拡大に伴う休校措置対応のため、

令和2年3月より先行的にドリル教材などの家庭利用を開始

しました。自宅のPCなどからインターネットを介して家庭学習

ができるような環境を整えました。

検証結果の

考察

モデル事業
実施

実施
実施 達成

･全児童生徒に配備した1人1台タブレットPCを各家庭に持ち

帰り、家庭用Wi-Fiなどにつなぐことにより、長期休業中も家

庭学習に活用できるようになります｡新型コロナウイルス感染

症拡大等により休校になった場合は､学校から家庭に向けた

オンライン指導にも利用することができます。
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1., リ

血
】 。〒

菩唇‘ミ ‘

:夢業堂
． .鮒f －雨 胄 ． 、

釦 去 f 4．

新規･拡充項目“
： 経続』 #､富- ‘

Ｆ

＃

列

E二当初.．

､'H27*-
r

群

目標一

R3末_ 上
(最終目標）

冠

H28末
壽万 『

_ L'(g' ,#. ; f i"

H29末､
半 司

p ‐1

‘『｡実ホ

30末篁
‐ ｰ 員

.' +l

,H-" ゞ - 酋令 k罰 駈 ：』鵬
叫 申字 画 閲 側国字

I末 f 'R2*: ら．
L

r

鋸.X

i オ

戊
況

2

放課後子
ども教室
の推進

実施日数

活動支援実施校
の拡充

放課後子どもプラ
ンの策定

21.2日/校

(H26)

ニーズ調査

の実施

従来型

22日／校

活動支援型

28日／校

17校

策定

19.8日/校

阻 赴

毛

よ 言祭弔

ウイルス感染
L"羊倭.1巳1 -←ﾛ 』

ー

ため､活動が縮小され､実施日数が減少しました｡また､安
全管理やプログラム開発など､地域の負担が大きいことが実

施日数を増加する上での課題となっています。

･活動支援型は対象校17校を希望制により決定することで、

真に必要とされる支援を行いました。
･平成30年度に放課後子どもプランを策定し､放課後施策を

総合的･計画的に進めています。

19.8日/校

従来型
17.9日/校

活動支援2

25.9日/校

17校

策定

/校

援型

/校

型
日
支
日

守
畠
〆
・
軒
ｕ
一
・

従
旧
居
犯

17校

策定

従来型

4.2日/校

活動支援型

14. 1日/校

17

華一
界に

遅れ

達成

達成

守像1後の取組み昌
一

雪
幸
“

･令和3年度に放課後子どもプランの中間見直しを実施し､今

後の放課後対策について示します。

･放課後子ども教室は､総合コーディネーターによる活動支授
を継続するとともに､引き続き対象校は希望制により決定する

ことで､真に支援を要する学校に必要な支援を行い､実施日

数の増加を図ります。



2生涯学習分野

（1）成果指標
※達成状況が｢◎l「×lとなっているものだけを抜粋

【施策1－1】 報告書(案)P67-68

【施策2－1】 報告書P76
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詩
α
“

郡

、

叩

隼

韓
学
、
凸
》
》

# ､i鶴｡指標皇‘ ‘
r 障勘

…津 ｡

当初

"H27末
､.;蔦‘． “
,砿' '乱 ■

‘ 目標

．R3末，
(最終目棚）

v ｱ ヵｰ 鳶~裡 包 遣執, ‐ ‘、実籟' ‘ . “ 、 ‘" 『 、

H28*｡:;
F串門

1 期 鷺

,H29末‘半
…= 6 軒

､ I
1 ;常ﾙり30割■呼

R2*. '
p f

F罪

‘‘≠達成､

状況

1
生涯学習に関心の

ある市民の割合

76.9％

(H26)
90.0％ 80.5％ 75.9％ 76.3％ ’ 73.6％ 79．2％ ×

WEBアンケート

_ … ．達成状況 二対する)説明 ． （ 1. " 今後の取組み： 8 L

･SNSや情報誌等各種媒体による学ぶ喝と学ぶための
情報提供や､生涯学習イペントを継続して実施し､前年
度と比較し､5.6ポイント上昇しました。

･市民ニーズに応えた各種事業を実施するととも

に､SNSを活用した情報の発信や､情報誌やチラシ
などの発行回数を増加することで_学習のきっかけ

づくりにつなげ､生涯学習に関心のある市民の割合
が増えるよう努めます。

2

学習に関する

が充実してい

蚕じる市民の割

56.4％

(H26)
34.0％ 19．3％ 22.0％ 24.5％ 27.8％ 50.4％ ◎

WEBアンケート

やゞ ． ‐… .達成状況に対する説明‐ ‐ 豊一 熟‘ ､得 ．-今後の取組み等~二#: i ‘灘 “字

･SNSでの発信や冊子･チラシなどの発行に加えホーム

ページのﾘﾆｭｰｱﾙなど､生涯学習に関する情報提
供の充実に努めたことにより､前年度と比較し､22.6ポ
イント上昇しました。

･SNSを活用した情報発信の拡充､情報誌やチラシ
などの発行回数の増加､公民館の掲示板の活用な

ど､各年齢層の利用者に届くよう､様々な手法を活

用した情報発信を充実します。

No.
F

鳥

吋墓酔 四

;指標
E 3

也 当鳶而

H27*'t
､

司仔
守 巳…

］ 目標

R3末
(最終目椥〉

実‘ 畠

!,H28末
､ 4

Z

H29*､, H30末 R1末 R2末
刷

達成

状況 〃

4

生涯学習施設を年1
回以上利用したこと

のある市民の割合

44.1％ 80.0％ 73.1％ 68.0% 73.5％ 55.6％ ×

WEB: ｱンケート
ヤ ■＝hu元■ｰ■ 普企■門へ＝宮同ロ ､再_～自. 拳雫今後の月

一

営を行いましたが､利用自粛により､前年度と比較し、
17.9ポイント下降しました。

a三一一學堕ーグーP画一～一夕句 ■■■ー = ■ ■ 寺＝■＝■ーｰ5－

事業を実施し､学習のきっかけづくりに努めつつ、

新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じて生涯
学習施設を運営します。

Nu

: n稗‘,会;' ､ ~
.躍 呼…

"ざ鷲"J ;指標:
ヤ ロ

繕識 :当初

"H27末；
産
み
彊

製

-R3末
(最柊目標）

守里 』設 酔姻設辞 込 唾 ‘ ､ 合一

･『 ‘ 夢 灘 ． ． ． イ ’ ‘！ ‘天

"H28末一 _H29* H30末'，
『

守 歩

R1末‘. ， R2末･学‘二 ≠達成。

:状況

5

郷土の歴史や文化

財に愛着を感じる市
民の割合

38.3％

(H26)
59.0％ 55.7％ 61.3％ 57.0％ 59-0％ ◎

WEB ｱンケート

。 鼻､弓， ‘字“達成 犬況に対‐する説明 ： ‘ 今後の取組み等 ゞ ≦ ↓
･特別史跡加曽利貝塚や千葉市の礎を築いた千葉氏

などを筆頭に､PR事業を継続的に実施しました。
･前年度と比較し､2ポイント上昇し､郷土の歴史や文化
財に対する市民の興味･関心は高まってきていると考

えられます。

.より多くの方に満足いただける学習機会を提供で

きるよう､引き続き､郷土への理解を深める講座･事

業の充実など関連するアクションプランの充実を図
ります。



珊告書(案)P80-E

〆
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Na ＋

、
毎
Ｊ
挙

冤

店

ヤ

ー

胃
指標、

、当初一ゞ

H27末‘
］ 鵠

ゞ． ‘目標ざ‘

R3末 ；
(最終目標）

審卍ヂ アー

些 罫 ≦

H28末島 -H29末；
H"IR""

R2末、
,…

成
況

達
状

6
公民館の講座の参

加者の満足度

98.2％ 99.5％ 98.5％ 98.7％ 98.4％ ’ 98.4％ 97.9％ ×
『

受講
垂■

引 ンケート

"静" -；： 達成 犬況に対すゐ説明 、､ 、傘"“ ‐ ‘ ､ . “ ‐: "､今後の取組み等、 蕊" 』 ‘¥為、 ’

･地域における課題や利用者のニーズを把握し､新型

コロナウイルス感染症拡大の影響を考慮しながら講座

内容や実施方法を見直しつつ主催事業を実施しました
が､前年度と比較し､0.5ポイント下降しました。
.また､感染症拡大による休館や一部講座の中止､講
座の定員縮小などの影響により､アンケートの回答数

は､前年度の約4割となりました。

･地域課題､利用者のニーズ､不満だった理由を的

確に把握したうえで､実施時期等の検討をするとと
もに､講座内容や実施回数を充実し､満足度の向

上を図ります。

7
｢科学都市ちば｣の
認知度

38.6％ 50.0％ 55.6％ 56.7％ 47.5％ 47.0％ 41.3％ ×

WEBアンケート
¥ ゼ モ ・達成状況に対或る言兇明､： ． ≠二 ｡今後の取組み等 ・ ‐ ，

･新型コロナウイルス感染症拡大により、講座やイペン

トを中止したことから､例年より啓発機会が限定された
ため､前年度と比較し5.7ポイント下降しました。

･ここ数年では下降傾向であるため､さらなる広報の強
化に努める必要があると考えます。

･千葉市科学フエスタメインイペントや科学館事業の

充実はもちろんのこと､未来の科学者育成プログラ
ム等､児童牛徒向けの事業の充実を図り、「科学都
市ちぱ｣の認知度の向上を図ります。

Na

q 薗些

、 “ ‐指標
燕

今 当

H27末

目標ユ

R3*
(最整目標）

ゞ実績 ． ‘ 昌一
F ｵ

r

P

:H28末
副曹 F亜 L

冊縛

H29末
恥 H30*|

R 末
弓

R2末
､ 痔

唖r

達成

』掴状況

8

市民のボランティア

活動･地域活動へ
の参加状況

16－4％

(H26)
30.0％ 21.9％ 13.5％ 16．7％ ’ 16.1％ 22.0% ×

WEB5 ンケート

． "、 ＝ 達成状況に寅 する 協明 ．

･新型コロナウイルス感染拡大により、生涯学習セン

ターや公民館で各種講座の実施数が減少しましたが、
｢地元メディアに取材してもらう方法｣講座など団体活動

の活性化を目的とした講座を実施し､前年度と比較し、
5.9ポイント上昇しました。

I

･市民ニーズを踏まえボランティアやリーダー育成

講座の充実を図るとともに､ボランティア等の活動

についての幅広い周知や､活動場所の発掘など、

学習成果を地域に還元するしくみづくりに取り組み
＋÷

よツ｡

Na

r 可

指標 ，

弾 剴

当初

H27末ゞ

目標

R3末
<最終目梶）

詞 ＝空

"H28末． 『H29末。 H30末一

r
L ,

R1末
i j

R2末 達成

了状況

10

住民同士で地域課

題の解決に取り組

んでいると考える市
民の割合

％
』
３
節

４
１

２
０

30.0％ 28.9％ 31.8％ 31.2％ 40.5％ ◎

WEB ｱンケート

淫匹仏加lと〆， ソか証明： 耐『 …~ § ゞ：野」＊今後の取組み等[ ､鷲琴‘ ､ ，
･公民館運営審議会や運営懇談会などで議輪された地

域課題を講座に反映させるなどしたことから､前年度と
比較し､9.3ポイント上昇しました。

･公民能置堂審謡会や運営懇談会の議論の活性化

をはじめ､地域の団体等と連携して主催事業を実施
す
支蕊魚

地域課題の解決に取り組んでいけるよう
ﾅます。
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ユ

Ni
E ＝

事業名
－玲尋 可 馨型

新規 初
、 ！錘

ョ 戸

千 も = Z

充項目，
騨鶚.": ･ " ,
F 鹿 晶 &■､ 抑

－当I

_H2

ｺ 、吾

、 凸

- 目標‘

R3末
(最終目標）

乱

､ :H28末
､r 上

､ q

-H29末
ム

実

H30末

蘭： 。

R1末 R2末

J R 面 R R

『

‐達成一

状況

1

生涯学習

施設等の
利用環境

の充実

生涯学習センター

の施設稼働率

公民館の施設稼
働率(＊調理室を
除く）

51.5％

(H26)

45.2％

(H26)

55.0％

51.0％

58.2％

46.8％

判T ~判T ~ 課以宋と二課以宋と二惹奈′ ・量 ．

･生涯学習センター､公民館ともに､稼働率は新型コロナウイ

ルス感染拡大による利用自粛によって､大幅に下降しまし

た｡アルコール消毒､換気､諸室の定員制限など､感染拡大

防止策を識じた施設運営を実施しました。

62.8％

46.8％

64.7％

45.8％

60.3％

46.3％

42.7％

38.5％

遅れ

遅れ

今1 P、酌妬巽 窯 , ： ‐ 咄

・生娃字音センターでは、利用者の怠見を参考に利用填晩を是

備するほか､夜間区分の利用促進策として､令和3年度中に1週
間前以降に利用する方に対して､夜間料金を値引きするなどの
対策を講じていきます。

･公民館では､利用しやすい施設とは何かという事を念頭に置き
ながら､今後も計画的に施設の修總を行い､感染症対策に努め
ることで､どのような利用者の方でも安心して気軽に利用できる
環境づくりを図ります。

2

図書館
サービス

の向上

地区図書館の開

館時間の拡大
｡■e●■■凸e■■■■Be■■■eQ■■■■e■■■■e■■■■■■■■●■■ざ

分館における休日
開館の実施

1館

3館

0館

o館

凶
Le争盛季E－~アゴ』』刀でL

･図書館が地域の｢知の拠点｣として豊かな市民生活や本市

の発展に貢献できるように､実現したい図書館の未来像を描
き､逆算する形で取り組むべき施策を示す指針として､新たな
図書館計画｢千葉市図書館ビジョン2040』を策定しました。
･平成29年3月に開館した｢みずほハスの花図書館｣におい

て､休館日である月曜日の開館を実現しました。

O館

0館

0館

0館

0館

0館

0館

0館

遅れ

遅れ

マ

＊F÷凸､両＝やユー｢両一心

…：
館F錫．､ノワ､4

＝ , 凸

守 ､

･新たな図書館計画｢図書館ビジョン2040(令和2年3月策定)」

に基づき､各年度策定する事菜計画において具体化する施設
整備に併せ､開館時間の延長や祝日開館の実現に向け取組み
を進めます。

4
公民館の

改築

犢橋公民館の改
築

基本設計 供用

建設中

(H29年10

月供用開始

予定）

。割 晋一 ﾛ､ ユ ■ 上=ず"…ヘーF函少J,

倒しし､平成29年10月に供用開始しました。

H29年10月

供用開始

H29年10月

供用開始

(H29の実

績再褐）

H29年10月

供用開始

(H29の実

綾再掲）

H29年10月

供用開始

(H29の実

縞再掲）

達成

マ の取組み 等’ ・ ゞ

一一一一一一一一一

5
公民館の

改修

冷暖房設備改修
3館

(H26)

4館

(R3末まで

の累計）

計1館

(H28:1館実

施）

屋上防水･屋根改
修

3館

(H26)

12館

(R3末まで

の累計）

1

計4館

(H28:1館実

施）

トイレ改修
1館

(H26)

14館

(R3末まで

の累計）

計0館(H28:

実施設計）

態成果
Ｌ

･冷暖房設備や屋上防水改修は､中長期保全計画に基づき
進めています。

･トイレ改修は洋式大便器への改造に特化して改修を進め、

洋式便器の設置率を早期に向上させるよう前倒しして進めて

います。

計2館

(H29:1館実

施）

計2館

(H30:0館実

施）

計5館

(R1:3館実

施）

計6館一

(R2:1館実

施）
達成

計6館

(H29;2館実

施）

計9館

(H30:3館実

施）

計11館

(R1:2館実

施）

計12館

(R221館実

施）
達成

計4館

(H29:4館実

施）

計6館

(H30:2館実

施）

計10館

(R1:4館実

施）

計22館

(R2:12館実

施）
達成

4 ､ 一…弓
イレ乃7K軸牢的哉扉

F専一~一宇匡實‐
h哉岳俘全酌婬'す

埋堅二J､幻唱堅琶グュヂ』ｰMロピーーー』一閏"マー扉一一r”■一一ー戸" 字

課題となっています｡計画的な維持保全を行うための個別施設
計画の策定を進めています。
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守

F P

NL
慰尊､． 韻*‘ 'き
"事業名．
願驚･ 『層. ‘‘ 、､ ． 『言

囎 竺

､ # 典

, ､新規･拡充項目≦
.; 継続'』溝."鳶

： : 、 ”?､蝋‘, ＃

営副どき当初.‘ 畠

:"21末
豐-‘

』
ケ

; 『 ‘目標"竜#

'R3末子‘
(最磐目糎）

雫 Lが ｡ ,心
『

，rR28末． ‘
■4

男~- -÷寺"7－

,H29末‘
P Ⅱ

嘱
酉 H30*_

ー

Ｆ
ト
０
０

ﾖ

末

J 』 雲患…

､R2末､
F 一

零.＝､鶏
妊剣 .江

達成・
- 1一 4

．状況f，

6

中央図書

館･生涯学
習センター

等の改修

中央図書館,生涯
学習センターの改

修

中央監視装

置更新

(H26)

工率完了済

エ事完了済

実施設計

実施設計

まま ,雲‘' -…‐
凶 竜

･中央図書館･生涯学習センターのアトリウムガーデン屋根防

水､吊天井落下防止対策は平成30年3月に完了しました。

H30年3月

エ事完了

H30年3月

エ率完了

H30年3月

工事完了

(H29の実

績再褐

H30年3月

エ事完了

(H29の実

頓再掲）

H30年3月

エ事完了

(H29の実

績再褐

H30年3月

工率完了

(H29の実

績再褐）

H30年3月

エ事完了

(H29の実

績再褐

H30年3月

エ事完了

(H29の実

笛再掲）

達成

達成

マ

『

ﾃ後 の取組み塞璽璽璽＝ －． 世一 筐 ‐

･施設利用者への影害を考暉しながら､効率的な施設改修を硬

討します。

７

、

句三弐ニ

テイセン

ターの改

修

外壁･屋上防水改
修

空調･熱源改修

劣化度調査

エ事2館
(H26)

実施設計1
館(H26)

工事1館

(H26)

実施設計1館

実施設計1
館

工事1館

3館

計工事0館

(H28:0館実

施）

計エ事1館

(H28:1館実

施）

計2館

(H28:2館実

施）

■ ロ －－－
』 幸】昌な成果と 祭 一鯵： 半 一

令和2年度は穴川コミュニティセンター大規模改f
上防水､空調･熱源改修)実施設計を実施しまし1

めました。

(外壁･屋

｡

計工事0館

(H29:0館実

施）

計工事1館

(H29:0館

実施）

計2館

(H29;0館実

施）

計エ事1館

(H3051館実

施）

計工事2館

(H30:1館

実施）

計2館

(H30:0館実

施）

計工率1館
(R1;O館実

施）

計工事2館

(R1 :0館実

施）

計3館

(R1:1館実

施）

叶工事1館

(R2:O館実

施）

実施設計1館

(R2:1館実

施）

酢ユ手Z期

(R2:0館実

施〕

実施設計1館
(R2:1麓実

施）

計3館

(R2:0館実

施）

達成

達成

達成

一
国的に施設改催

…胃
受改修を実施します

威

胃
登改修を実施します

卜寺
陸÷一

。

+画的に施設改儲

… 、

･今後も､計画的に施設改修を実施します。

9

公民館へ

の社会教
育主事配

置

公民館における社
会教育主事資格
取得者数

12人

俳既禾匡歪
二

埴 『 ~

ﾛ睦昌、志pq4

一

吐左白卜

一

- す昂ニルl三上L】三歩l三上L】 ‐ネ+今對音云酎1審壼挙

化すゐため、公氏臨唾貝の江云奴同王学貢括取侍と蛙のた

ことにより、令和2年度中に3名が新たに貴格取得しました。

13人 15人 20人 達成

≦ ･後の収組み寺 ．扇 ’ ． ,

区講習に公民館職員を積極的に推薦し､資
一一

裕収得省の増Iこ労めます。

Ni

虚､､話;;、

ご葦桑名
寺 阜串 二

t ＃和T

新規･拡充項

継続，
､閏

1 も

霊~当初’

-H27末
宅呵 I

‘『 :目標“

,R3末』

(最終目視）

‘ ゞ ” “ ！ ‘電 γ実二 浬 か

H28末 H29末‘
1時

L

H30末

績‘…料． ‘ …_.．』 ‘

IF1末|R2¥;
達成

‘状況

1

加曽利貝

塚の特別

史跡指定

総括報告書の刊
行

健括報告書
の作成

総括報告書
の刊行

耗括報告書

の刊行

企 # 弾 き 三主な成果と弓一 口 不鼻 . ~

通園 ‘＄

･平成29年10月13日付けで特別史跡に指定されました。

総括報告書
の刊行

(H28の実

綾再掲）

総括報告書

の刊行

(H28の実

絃再掲）

総括報告書緯括報告書
の刊行 の刊行

(H28の実 (H28の実

績再掲） 絃再掲）

の取組み等，1 ‐ ≠ 5．、の取組み等，1 ‐ ≠ 5．，

達成

4 醗 肝 乱
p‘ 』･ #熱，

こ‐新たな

F .＝
! [』匂 』蚤 ；F 準 . 蝿. 動

･加曽利貝塚の発掘調査や史跡整備を進めるとともに､新たな

縄文体験の提供など来場者のニーズを踏まえた事業を積極的
に実施します。
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ゥ溢吋

N匝

昂'《蕊# 静､､｡鼻"ソ
蝿 ’ 齢 酔 韓々:鍔 氏

f事業名
寄 ･薄…･裳寺瀦 ･卜

新規
5 9

､上

皿乘録､単
瞳続、 :、
寸電知. 辛‘ , ￥. 」『

‘制‘当初一一

弓淵27末，
笥一、口■

|日オ室

rR3末セ
ロ ｣ 肝 [ 可

(最終目標）

曲 醐且

,;:H28末
の 宇 司

副 6J , ､蝿 『

－

¥ :H29末
q 面 1 F
＝司 り勺

rH30末 r

ﾐ網且 r

､･R1末
!

卜胚

一味

琶F P千

_.JR2末.‐"R2末.‐
＋ E

# b, 』

~達成~達成

t状溌

2

文化財の

の推進

ゆかりの家･いな
げの改修

市民ギャラリー･い
なげ(旧神谷伝兵
衛稲毛別荘)の改

修

基本設計

外壁等腐食

箇所修繕、

電気設備工

事完了

耐震改修、

屋根防水改

修工事完了

実施設計

Eな成果と 営察 一
－1戸〃ロソUノ尋一U・』ひIJ I季、了r＝〃･砲兵レrシpPUJ1=＝〃画毘山し

た部分を修繕しました。

･市民ギャラリー･いなげでは平成30年10月から耐震改修工

事を2か年継続事業で実施していましたが､令和2年3月に再

開館しました。

耐震改修、

屋根防水改

修工事

電気溌憧工

事実施設計

耐震改修、

屋根防水改
修エ事完了

外壁等腐食

箇所修繕

耐震改修、

屋根防水改

修工事完了

遅れ

達成

今（隅 この取組み 室 一 ： ､、可

･ゆかりの家･いなげは､令和元年度に入札不調となった電気設

備エ事を実施します。
･市民ギャラリー･いなげでは､工事完了を踏まえ､安全のため

同時に7人までとしていた入館制限を緩和し､公開事業を促進

するとともに､イペント等の開催場所とするなど用途拡充を図

り、活用していきます。

3

郷土の理

解を深め
る講座･事
業の充実

加曽利貝塚など縄
文時代の理解を深
める講座･事業

11事案 13事業 13事業

品 鷺

噌 曹擬,駒 Ef今J火夛 Lと 當祭“ ‘ ，
班L

影響により、春まつりやナイトミュージアム等､集客イベント等

が中止となったものの､当初計画していた34事業のうち､23
事粟は感染症拡大防止策を講じながら､実施をすることがで

きました。

･郷土博物館では､新型コロナウイルス感染拡大の影響によ

り､教育普及事業の一部は中止しましたが､一部講座等につ
いては動画や冊子で公開するなど工夫し実施しました｡ま

た､特別展｢軍都千葉と千葉空襲｣など展示事業は予定どお

り実施しました｡また､市史編さん事業では､明治期の史料を

まとめた『千葉市史史料編10近代1』を刊行しました。
･埋蔵文化財調査センターは､感染症対策として一部事業に

ついては実施回数を増やして1回あたり人数を減らすなどしな

がら､市内公共施設でのロビー1向展なだ郷余史関連事業8

事柔に加え､加曽利貝塚博物館と連携した｢加曽利貝塚現地

説明会｣など縄文関連事業を実施しました。

．なお､上記3施設については､学校と博物館等との津摸斡

化の一環として校外学習の事前学習や振り返りの学習等で

の活用を目的に映像コンテンツ｢千葉市の不思議を学び

隊I」を制作し､YouTubeで公開しました。

15事案 34事業 36事菜 26事業 達成

k' r @: . .‘ r : “ “…今P後の』 R組み
t F 笹

雲 j冬 』埠肝ご 砥 F

噂■

･加曽利貝塚博物館では､動物公園や県立中央博物館､学校

等と連携し､相互交流を伴う事業を展開して参ります｡ホーム

ページに館長をはじめ､学芸員が担当するページがあり、貝塚
や博物館の情報公開を行っています｡Twitterアカウント等によ
る迅速な情報発信に努めます。

･郷土博物館では､魅力ある事業を展開していく上で､その基礎

となる調査研究を着実に進められるよう､研究体制の充実に引

き続き努めて参ります｡また､学校と連携したアウトリーチ活動

の充実を図るとともに､ホームページやSNSを活用し､郷土史に

ついての情報を積極的に発信します｡市史編さん事業では市制
100周年を記念して市民向けの分かりやすい『千葉市の歴史談
本(仮称)』を刊行します。

･埋蔵文化財調査センターでは､加曽利貝塚をはじめとする発
掘調査の成果を遺跡見学会や遺跡発表会で公表します｡学校
教育や他施設との連携を図り､埋蔵文化財の活用を積極的に

展開するとともに､市制100周年を記念して､市内から出土した
各時代の優品展を実施します｡また､さらなる情報発信のため、

SNSやホームページの充実に努めます。

5

特別史跡

加曽利貝

塚の魅力

向上

?

加曽利貝塚博物
館の来館者数 ’ 100D000人

Eな成果と考祭 ,

･令和2年度は新型コロナ感染症拡大の影響により33.500人

となり、令和元年度の67.632人と比ぺ減少しました｡小学校を

はじめとした団体見学の中止･受入制限､縄文春まつり、秋

まつり､ナイトミュージアム等の大規模イペントの中止､緊急

事態宣言期間中の｢縄文体験プログラム｣の中止などが減少
の主な要因です。
｡－方で､春のミニイペントなど､コロナ禍での新たな小規模イ

ペントを企画･実施しました。

･平成31年2月に策定した｢特別史跡加曽利貝塚グランドデザ

イン｣に基づき､北貝塚住居跡群観覧施設の建築改修工事
や園路･サインの改修エ事などを行いました。

･新博物館の基本計画策定に向け､展示体験計画の追加検

討を行い、中間取りまとめ案を作成しました。

77‘ｸ”人 67,632人 33‘500人 遅れ

″ 可7 …､
馬イペントや對

＝ E

〒

‐羽1J＝グザ不可』官ご垣T寸唱ごロケl ‐ 、一I‐ 、ー可宅へ汗＝〆目グノニロ 』『

画･実施します。

･新型コロナウイルス感染症の状況を注視しつつ､新たな生活

様式に配慮した博物館運営に努めます。

･便苓怖譜の新築エ事や復元住居の新設等の史跡整備を行い
ます。

･新博物館の整備･運営手法の検討調査を行うとともに､縄文の

森ゾーン･水辺ゾーンでの集客事業等の事業化検討調査を行

い､その成果を踏まえ､新博物館の基本計画を策定します。
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4

｢(仮称)瑞
穂情報図
書セン

ター｣の整

備

｢(仮称)瑞穂情報図

書センター｣の整備
検討 供用

H29年3月

28日供用開

始

円 J帥器
唱寺# 設酔酔設 rF 垂醒窒考

《よ

ヴロ■

崇週" "§ ；
－

つ誌j γ
－

響 L皆 L

毒 イ毒 イ
牌 設 Jfや〃鼻一

．「(侃称)瑞砿槽報回

館)｣は､寛ぎながら読書を楽しめるスペースの設置に加え、

自動貸出樋､タブレット端末及びデジタルサイネージ等のICT

握器を活用したサービスの導入など､新たな取組を行う図書

館として､花見川区役所1階に整備を進め､平成29年3月に供

用を開始しました｡なお､みずほハスの花図書館の効果検証

結果については､第3次実施計画事業｢新たな図書館計画

(現:千葉市図書館ビジョン2040)の策定｣の基礎資料として

活用しました。

供用 供用 供用 供用 達成

則L4 毎脚 と吊 ' : 薄

し

垂一』‐ ．＆ 墨缶.幕
等㈲ｾ‘露~“
一

ｶ 毎一マヒ 2の取組み Ⅳ
私

･開館後の利用統計を通じ､新たな図書館のモデル事例として

検証を継続し､今後の施設整備を進める際のデータとして活用

します。

(

6

未来の科
学者育成

プログラム
の充実

未来の科学者育
成プログラムの実
施(ジュニア講座
受講者数）

ロボットエ学講座
の実施(中高生対

象講座）

実施
拡充

(100人）

4講座

~』 』軸2鞄

秒 寺8

拡充

－－

勺 基 4F 宇菫五筬稟を菖
断型コロナウイルン

》認

d 時 酷

贈 L qp －

･ジュニア露座は新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ

り2鱗座の実施で延ぺ25人の参加となりましたが､電子申請

によるスムーズな申込体制の確立や､一部の謂座をオンライ

ンで実施するなど､新たな取組みを行いました。
･ロボットエ学謂座は､千葉大学･千葉エ業大学の協力により

4講座予定していましたが､新型コロナウイルス感染症拡大

の影響により2講座の実施で廷ぺ49人の参加となりました。

実施

(受識者数
減）

71人

2講座

159人

3講座

25人

2講座

遅れ

遅れ

・ ‐今後の跡の取組み
－－

‘, ， … ‐ ・ ‐今後の跡…
E生対象の識E

等 一 “ 、 ． ” 、 ‐

･ジュニア講座では-5.6年生対象の講座に加え､小学3.4年生

対象の鱗座を増設します｡また、電子申請システムによる受付

を推進します。

･ロボット工学講座は､令和3年度は4講座を実施する予定です。

8

放課後子

ども教室

の推進

実施日数

活動支援実施校
数

放課後子どもプラ
ン策定

21.2日/校
(H26)

従来型

22.0日/校

活動支籾麺
28.0日/校

17校

策定

19.8日/校

唾 匡娃礫夛 ■
ｂ 写察 ‘ ‐ … ： ．

･平成30年度に放課後子どもプランを策定し､放課後施策を

総合的･計画的に進めています。

･放課後子ども教室は､新型コロナウイルス感染拡大により

活動が縮小されたため､実施日数が減少しました｡また､安
全管理やプログラム開発など､地域の負担が大きいことが実

施日数を増加する上での課題となっています。
･活動支援型は対象校17校を希望制により決定することで、

真に必要とされる支援を行いました。

19.8日/校

従来型

17.9日/校

活動安梱調

25.9日/校

17校

策定

従来型
16.9日/校
活動支援型

28.0日/校

17校

筬定

【H30の実細

再掲）

従来型

42日/枚
活動古堀田

14.1日/校

17校

策定

(H30の実績

再掲）

遅れ

達成

達成

｡､ ‘ 、弓 俊の取組み！
－■＝一

等『 ． 似､、
理

の放課後対策について示します。

･放課後子ども教室は､縫合コーディネーターによる活動支援を

継続するとともに､引き続き対象校は希望制により決定すること

で､真に支援を要する学校に必要な支援を行い､実施日数の増

加を図ります。
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9

子ども読
書活動の
推進

読書週間のある児

黄生徒の割合
(小学5年生）

読書週間のある児
畜生徒の割合

(中学2年生）

1か月間に読んだ
本が0冊の児童生
徒の割合(小学
生）

1か月間に読んだ

本が0冊の児童生
徒の割合(中学
生）

％
』
Ｚ
犯

５
１

４
９

％
』
９
妬

６
１

４
０

1.1％

(H26)

7.9％

(H26)

52.5％

52.5％

0.8％

5.5％

46.0％

。“､4％

0.6％

2.8％

9

r r 喰邑 k Eな成当鳥ど
｡｢ファミリーブックタイム事例集｣や｢どくしよてちよう｣の配布、

子ども読書まつり実施などにより､子どもが自由に読書を楽

しみ､読害の幅を広げていくことができるように支援し､読書

環境の整備へ向けた取組みを行いました。 ．

･読書習慣のある児童生徒の割合は､年齢(学年)が上がる

lこつれて読書をしなくなる傾向が見られ､これは勉強やス

マートフオンの普及･インターネット利用の増加による影響に

より､家庭での読書の時間を十分に確保できていない可能性

が考えられます。

･1か月間に読んだ本が0冊の児童生徒の割合は減少してい

ます｡一斉読書や朝読書など､学校での取組みの成果が表
れています。

48.1％

44.5％

0.4％

1.6％

44.0％

43.0％

0.3％

1.3％

44.1％

0.6%

0.9％

46.0％

44.2％

0.3％

2.6％

遅れ

遅れ

達成

達成

4 弓『後の取組み； 等； ≦ ダ

･子どもの読喜活動の推進を図るため、『団体貸出｣や1セット貸

出｣により図書資料の有効活用を図るとともに､「図書館見学｣、
｢おはなし会｣、「調べ学習｣など体験を通した学びを支援してい

きます。

．また､令和3年3月に策定した第4次子ども読書活動推進計画

に基づき､図書館システムを通した学校との連携について検討

していきます。

11

家庭教育

支援事業
の実施

｢子育てママのお

しやぺりタイム｣の

実施館数

｢子育てママのお
しやぺりタイム｣の

延ぺ参加者数

21館

(H26)
28館

2,500人

22館

Eな成： 4と 苔察IW "'が‘
･家庭教育の支援や子育ての不安や悩みを解消するため、

『子育てママのおしやぺりタイム｣を公民館で実施しました。当

該事業の担い手である子育てサポーターや地域の子育て世

代のニーズに応じ､実施回数や場所を調整しています｡少子

化や就労家庭の増加により参加者数は減少しており、実施

館数の増加には至っていません。

･令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大により活動が縮

小され､実施回数･参加者数は減少しました。

22館 ｸﾜ館

1,925人

22館

1,677人

21館

1,051人

遅れ

遅れ

』4 ” ． 今 の取組み’
｡引き続き､人材の確保などの実施体制を強化しながら､地域の
子育て世代のニーズに応じ､実施回数や場所を調整していきま

す｡また､子育てサポーター間で情報交換をし､よい取組みを共

有します。

13

公民館主

催講座の
実施･拡充

主催議座の実施･拡

充 ’ 900講座
:な成果と考察 ’

.幅広い学習ニーズに応えるため､関係機関と連携･協力を

行い､様々な謂座を実施しました。当初は1 ,224講座を計画し

ていましたが､新型コロナウイルス感染症拡大に伴う休館や

利用制限の影響により､令和2年度の講座数は大幅に減少し
ました。

972講座 1,085講座 618誹座 遅れ

彗 苛

弦

令f必十調1犀一一手士緬判

１
－
》
》

寺

‐‐71欠で千IJm宇日一ハと旭唾し、勾〆ジグ1〆迄ダロnｺしノーけf』畦ノJｴ凸

も検討しながら､学習機会の提供に努めていきます。
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1

団体･グ
ループ活
動のリー

ダーの養
成・育成

指導者養成研修
本延受講者数

333人

(H26)
400人 389人

至至堅塁長－ 至至堅塁長 どニどニ
犀 』犀 』

－－

･生涯学習センターでは、リーダーとしての資質向上や

つながる内容の研修事案を展開しました｡団体活動に

育
必

コミュニケーション能力の向上や広報の方法等多くの受

に
な

戊
更

講壱

を集めることができる内容ではないことや､PTA役員や放課

後子ども教室コーディネーター等の受講対象者が限定される

事業もあるため､受講希望者は目標値に至らなかったもの

の、団体活動に重要な研修の提供に努めました｡また､新型

コロナウイルス感染症の影響により、当初実施予定講座のう

ち､PTA役員向Iﾅの講座が中止となったことも影響していま

す。

･公民館では､団体･グループ活動のリーダーの養成･育成講
座を実施しましたが､新型コロナウイルス感染拡大の影響で

実施講座数や受講者数は前年度を下回りました。

364人 347人 316人 364人 遅れ

催一陪埣盃酌銀ユ』』
－－

1･ 了 堅vク辛勾辿曹 J 琴 『

･生涯学習センターでは､受講者のニーズを把握して､指導者と
して必要な資質を高めるための研修を実施します｡また、団体

活動活性化に必要とされるコミュニケーションのとり方に目的を

置くなど､活動に関わる方が積極的に参加できる研修を実施し

ます。

･公民館では､引き続き､地域活動に役立つ講座を実施し､指導

者養成に取り組んでいきます。

2
ボランティ
アの育成

ちぱ生涯学習ボラ
ンティアセンター登

録者数

1.634人

(H26)
2,000人 1,635人

･ちは生涯字音ボランティアセンターの登録者数は着実に増

加してはいますが､高齢化や団体の活動停止等による減少

の影響もあり、大幅な増加は困難となっています。

1,697人 ｜"…1.743人 1.802人 遅れ

、今後の取組み寺 一 ”

弓禧覇琶言百蔑萌蚕而藺雇專舂面てて~極而葹盃君同葎万ﾏ雨
管するボランティア等との連携･協働を図るとともに､ボランティ

アセンターの広報活動の充実に努めます。

3

家庭教育

支援事業
の実施(一
部再掲）

家庭教育支援チー
ム数

子育てサポーター
人数

2チーム

(H26)

33人

(H26) ’
4チーム

42人

2チーム

36人

。令和2年度に新たな家庭教育支援チームを立ち上げ、支掻

の範囲を拡大しました｡地域団体(育成婆員会やPTAなど)と

の会議や共催で行う学習講座などを行っており､地域とのつ

ながりを深めつつ地域人材を育成しています。

･また､子育てサポーターによる『子育てママのおしゃべりタイ
ム｣は､子育ての悩みなどを相談できる場所として認知されて
きており、今後も継続的な需要が見込めます｡しかし､就労さ

れている方の負担などが理由で､チーム数やサポーター人数

は目標値に至っておらず､特に家庭教育支援チームは臨床
心理士や保育士等で構成されるため、人材の確保が課題と

なっています。

2チーム

39人

2チーム

35人

2チーム

37人

3チーム

37人

遅れ

遅れ

i' . 7今後の収組み等 γ ' { ! f

･人材の硫保については､引き続き､公民館や学校の協力を得

て､子育てサポーターや青少年育成委員等の既存の家庭教育
関連団体に適切な人材の紹介を呼びかけるとともに､チームが

開催するイペント等についてもより一層の広報PRに努め､参加

者を含めより幅広く参画を働きかけていきます。
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》状況

4

ボランティ
アセンター

等におけ

るコーディ
ネートの実

施

ちぱ生涯学習ボラ
ンティアセンターに

おけるコーディ

ネート

198件

(H26)
260件 231件

L－pG"参へｰ 『示

･新型コロナウイ‘

らの依頼が大幅’

ものの､オンライ：

充実させたことで

件から令和2年恩

減少しました｡全体の依頼件数が減少した

講座の同時開催などで公民館との連携を
公民館からの依頼件数は令和元年度22

1件と大幅に増加しました。

221件 234件 262件 123件 遅れ

今 §の取組み 号

-ボランティア失牛摺介ミニ講座等で､活動の様子をわかりやす

く伝え､新しい利用者の開拓に努め､件数を増やしていきます。

-また､オンライン配信による公民館との同時開催を積極的に進
めていきます。
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1

多様な主
体による
学習活動

の推進

公民館､生涯学習
センターにおいて

多様な主体と連携
して実施した事業
数

103事業

(H26)
1

120事業 114事業

函¥零 P －

輯 ■

■ ■ 』 』 ¥ ､誹廼 : 一

や

今 司可ぷ 心 9

･新型コロナウイルス感染拡大の影響により前年度を大幅に

下回ったものの､NPO法人や地域団体などと連携し､生涯学

習センターでは54講座､公民館では36講座を実施しました。

109卒業 131事案 141事業 90事業 遅れ

曽 抽『 卦 ､､ﾛｵ響 Lﾏ抵 罪今

＃& ‘ ' 3 ‘ …鼻電，騨堅. .”今後の取組み＃票 4 ' 2 1上,鞠｡！
:

･NPO法人をはじめ､大学､民間企業､地域団体､生涯字習施

設で活動している団体等と連携し､地域課題の把握に努め､学

晋内容と椴会の充実に努めます。

6
ﾔ守刀l｣認聿

等の開放

継続しつつ､類似
事業への移行を進
める

継続

経続しつ

つ、類似事

業への移行

継続

, 1 ﾆな成果と 旨察・ ≦ゞ
観1

せんでした。

･学校施設開放事業は謝礼金等による予算の制約がないこ
とから､学校施設の更なる活用が期待できますが､安全管理

員の配置がないことや光熱水費の実費徴収等、利用者のデ

メリットもあるため移行には至りませんでした。 ‘

継綾 継鏡 I 継続 継続 遅れ

ゞ 。 今後の取組み：H E

＝‐

守 ，

･学校施設開放事業に移行します。

令和4年4月瑞穂小学校移行予定
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